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時期は，2018 年 12 月時点での入院患者とした．主要評価項目として，認知機能は MMSE，





水準は 5％とした．  
【結果】対象は 28 名で，平均年齢 76.7±11.6 歳 ,性別は男性 12 名・女性 16 名，同居人数
は 2.6±1.3 名，在院日数は 476.0±267.9 日であった．主疾患は脳血管疾患 13 名，運動器
疾患 3 名，内部障害 9 名，がん 3 名であった．MMSE は 8.7±10.6 点，MNA は 13.5±4.3
点，FIM 合計得点は 46.6±31.4 点であった．HRQOL 尺度では，SF-12 は PF:7.9±
12.7,RP:13.6± 15.0,BP:30.7± 16.1， GH:37.6± 10.7， VT:37.5± 9.6， SF:27.6± 17.1，
RE:20.3±15.0，MH：40.2±11.4，EQ-5D-5L は 0.267±0.242 であった．HRQOL との相
関では，年齢と RP，BP，RE，EQ-5D-5L（ r=0.61～0.71，p<0.05）間で強い相関，同居
人数と VT，MH（ r=0.38，0.43，p<0.05）間で中等度の相関，入院期間と EQ-5D-5L（ r=-0.52，
p<0.05）間で中等度の相関，MMSE と SF,EQ-5D-5L（ r=0.44，0.50，p<0.05）間で中等









の中に役割があることが推察される．   
 
 
